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特定健診の申し込み

特定健診の受 診

結 果 の 送 付

特定健診・特定保健指導　利用の流れ（国民健康保険）

受 診 券 の 送 付
4月1日現在、国民健康保険に加入し、
平成21年3月31日までに40～74歳に達する方

メタボによる生活習慣病のリスク
が重なっている方が対象

健診を受ける医療機関に直接申し込みをします
（詳しくは受診券と一緒に送付するお知らせを
ご覧ください）

積極的支援

6月から11月までの期間に受診

メタボによる生活習慣病のリスク
が出現し始めている方が対象

今のところメタボによる生活習慣
病のリスクがない方が対象

情　　報　　提　　供

「特定保健指導利用券」と
結果通知表を保健指導機
関に持参し、特定保健指導
を受けます

保健師などとの個別面接
など３カ月以上継続的な健
康づくりの支援を受けます

動機づけ支援
「特定保健指導利用券」と
結果通知表を保健指導機
関に持参し、特定保健指
導を受けます

メタボによる生活習慣病のリスクが高いと判断さ
れた方には、結果通知表（健診結果）に加えて保健
指導の案内が届きます（受診から約２～３カ月後）

はじめに保健師などから
個別の指導を受けて、メタ
ボリックシンドロームの改
善に取り組みます。

メタボリックシンドロームによる生活習慣病の予防に関する情
報提供が行われます

健診項目

表1

制度 海老名市国保
問 診 票 服薬、既応歴、貧血、喫煙など ● ●

身長 ● ●
体重 ● ●
ＢＭＩ ● ●
腹囲 ■ ●
内臓脂肪面積 ■ －

理学的検査 身体診察 ● ●
血　　圧 収縮期／拡張期 ● ●

中性脂肪 ● ●
ＨＤＬコレステロール ● ●
ＬＤＬコレステロール ● ●
ＡＳＴ（ＧＯＴ） ● ●
ＡＬＴ（ＧＰＴ） ● ●
-ＧＴ（ -ＧＴＰ） ● ●

血清アルブミン － ●（65歳以上）
反復唾液嚥下テスト 反復唾液嚥下テスト － ●（65歳以上）

空腹時血糖 ■ －
ヘモグロビンＡ１ｃ ■ ●
尿糖 ● ●
ヘマトクリット値 □ ●
血色素量（ヘモグロビン値） □ ●
赤血球数 □ ●
尿蛋白 ● ●
クレアチニン － ●

胸部Ｘ線 胸部Ｘ線 － ●
心 機 能 心電図 □ ●
眼底検査 □ □

●･･･必須項目
□･･･医師の判断に基づき選択的に実施する項目
■・・・腹囲と内臓脂肪面積はそのいずれか、空腹時血糖とヘモグロ
　　　　　ビンＡ１ｃはそのいずれかの項目の実施で可

尿・腎機能
２つ該当

上記以外で
ＢＭＩ25以上

BMI=体重(kg)
÷

(身長(m))２

腹囲もＢＭＩも
正常

１つ該当

なし

保健指導分類

情報提供

特定健診の検査項目

血液一般

身体計測

血液化学
検査

代 謝 系

肝機能検査

３つ該当

40～64歳 65～74歳

なし

あり

腹　　囲

男性
85cm以上

女性
90cm以上
の方

２つ以上
該当

１つ該当

該当
しない

該当
しない

追加項目

①血糖
②脂質
③血圧

④喫煙歴
最近１カ月
間に喫煙

あり

結果は下表のとおり「積極的支援」「動機づけ支援」
「情報提供」に分類されます

特定保健指導対象者の判定基準

動機づけ支援

情報提供

積極的
支援

積極的
支援

動機づけ支援

は保健指導の分類に用いられる項目
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メタボリックシンドロームとは…

内臓脂肪型肥満 腹囲　　男性　85cm以上
　　　　　　女性　90cm以上

高血圧

脂質異常

高血糖

収縮期（最高）血圧　130mmHg以上か
拡張期（最低）血圧　　85mmHg以上

中性脂肪　150mg/dl以上か
HDLコレステロール　40mg/dl未満

空腹時血糖　100mg/dl以上か
ヘモグロビンＡ1ｃ　5.2％以上

メタボリックシンドロームとは、内臓肥満に加え、高
血糖、高血圧、脂質異常という危険因子を２つ以上持っ
ている状態をいいます。この状態になると動脈硬化が
急速に進み、心臓病や脳卒中などの循環器病や糖尿
病の合併症等の発病につながりやすくなります。


